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は気象条が人間に影響し，事故につらなるものである．

死亡，群集騒動などは，ふつう事故とはいっていない

が，気象条件が人間に影響を及ぼすよい例である．この

場合には前線が通過する場合が多く，群衆騒動の場合に

は低気圧の接近，温暖前線が騒動を大きくしているよう

である．そして，自動車事故（9），国鉄，衝突，追突事故な

どは運転手の不注意によるものであるが，この場合には

低気圧接近，温暖前線通過の際に多く，群衆騒動の場合

と一致している．また，炭鉱爆発の場合の炭じんガス爆

発の起る際の気象状況も同じであり，これには人間の不

注意が重要な原因となっていることを示唆している．

　他の型は，気象条件が素因を通じて現われるものであ

り，表の炭鉱ガス爆発，国鉄脱線がこの例であろう．ガ

ス爆発は乾燥することが重要な条件であり，国鉄脱線の

場合はこれに強風，高温が加わっている．

　このように，事故と気象条件といっても，いろいろの

場合があり，その関連を簡単に論ずることは出来ない．

個々の場合をくわしく分析していくことにより，火災警

報のような，防災対策に貢献するような情報がえられる

であろう．
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